
西部クリーンセンター焼却施設基幹的設備改良事業 

主な計画内容 

１ 空冷板レンガ増設による高温燃焼 ボイラ回収熱量増加 

２ 背圧ﾀｰﾋﾞﾝを復水ﾀｰﾋﾞﾝに更新 発電量増加 
（1400kW→3000kW） 

３ 送風機等電動機のインバータ化
消費電力削減 
・省エネ化 ４ 高効率電動機への更新 

５ 電気集じん器を低温ｴｺﾉﾏｲｻﾞ＋ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙ
ﾀに更新 

公害防止性能向上 
（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等の削減） 

CO2削減 
・温暖化防止 

別図２ 

火格子等駆動装置 

 ごみクレーンのインバータ化 ３ 

空冷板レンガ増設による高温燃焼化 １ 

 ﾎﾞｲﾗﾄﾞﾗﾑ・管群更新に伴い回収熱量増加 １ 
 背圧ﾀｰﾋﾞﾝを復水ﾀｰﾋﾞﾝ（＋専用蒸気復水器）
に更新し、発電量を増加 

 低温ｴｺﾉﾏｲｻﾞ（排ｶﾞｽ減温装置）増設に伴いボイ 
ラ回収熱量増加 煙突頂部内筒を更新 

煙突外面塗替え塗装 

高効率電動機の採用 ４ 

高効率電動機の採用 ４ 

高効率電動機の採用 

火格子下ｺﾝﾍﾞﾔ 

３ 

電気集じん器をバグフィルタに更新 ５ 誘引送風機電動機インバーター化 ３ 

１ ２ 

高圧受配電盤更新（発電量増加による） ２ 


